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義
偉
・
新
政
権
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
は
現
在
も
継

続
し
て
お
り
、
政
府
・
与
党
は
第
３
次

補
正
予
算
を
編
成
し
、
２
０
２
１
年
１

月
の
通
常
国
会
に
提
出
す
る
予
定
だ
。

　
20
年
度
の
国
の
一
般
会
計
は
、
当
初

予
算
の
約
１
０
２
兆
円
か
ら
約
１
６
０

兆
円
に
膨
張
。
主
な
財
源
は
国
債
発
行

で
賄
っ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
危
機
が
収
束

す
る
ま
で
は
難
し
い
が
、
こ
の
借
金
は

い
つ
か
返
済
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
で
は
、
60
兆
円
の
借
金
を
10
年
で
返

済
す
る
場
合
と
、
20
年
で
返
済
す
る
場

合
で
は
、
マ
ク
ロ
的
に
見
て
経
済
に
及

ぼ
す
影
響
は
ど
の
程
度
異
な
る
の
か
。

当
然
、
国
債
を
償
還
す
る
財
源
な
ど
に

よ
っ
て
影
響
は
異
な
る
が
、
現
在
は
低

金
利
の
た
め
に
国
債
の
利
払
い
費
は
考

慮
せ
ず
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
で
返

済
す
る
ケ
ー
ス
で
概
算
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
10
年
で
返
済
す
る
場
合
だ
。

10
年
で
の
返
済
に
は
毎
年
６
兆
円
の
財

源
が
必
要
だ
が
、
い
ま
消
費
税
率
１
％

の
引
き
上
げ
で
年
間
２
・
８
兆
円
の
税

収
が
得
ら
れ
る
た
め
、
消
費
税
率
を
２

・
14
％
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
増
税
が
経
済
に
及
ぼ
す

損
失
コ
ス
ト
は
、
税
率
の
２
乗
に
比
例

し
、
定
数
×
45
・
８
（
＝
定
数
×
10
年

×
２
・
14
の
２
乗
）
と
表
現
で
き
る
。

　
他
方
、
20
年
で
返
済
す
る
た
め
に
は

毎
年
３
兆
円
の
財
源
が
必
要
だ
が
、
こ

れ
は
消
費
税
率
を
１
・
07
％
引
き
上
げ

る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
増
税

が
経
済
に
及
ぼ
す
損
失
コ
ス
ト
は
、
定

数
×
22
・
９
（
＝
定
数
×
20
年
×
１
・

07
の
２
乗
）
と
な
る
。

　
以
上
か
ら
、
10
年
で
返
済
す
る
場
合

の
損
失
コ
ス
ト
は
、
20
年
で
返
済
す
る

場
合
の
２
倍
に
及
ぶ
と
分
か
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
の
計
算
で
は
、
国
債

の
利
払
い
費
と
い
っ
た
コ
ス
ト
を
考
慮

し
て
お
ら
ず
、
慎
重
な
判
断
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
い
ま

日
本
や
世
界
の
中
央
銀
行
は
大
規
模
な

金
融
緩
和
を
行
っ
て
お
り
、
20
年
後
、

30
年
後
に
お
い
て
イ
ン
フ
レ
が
顕
在
化

す
る
可
能
性
も
あ
る
。
国
債
の
償
還
を

よ
り
長
期
で
行
え
ば
、
金
利
上
昇
の
リ

ス
ク
が
高
ま
り
、
国
債
の
利
払
い
費
が

膨
張
す
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
い
ま
、
ま
ず
は
危
機

に
よ
っ
て
疲
弊
し
た
経
済
の
立
て
直
し

が
先
決
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、

頭
の
体
操
と
し
て
、
緊
急
経
済
対
策
で

発
行
し
た
国
債
の
返
済
方
法
に
つ
い
て

も
議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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60兆円の借金を20年で返済する場合と比較し、
10年で返済する場合にそれが経済に及ぼす損
失コストを一定の前提で試算したもの
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